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藤田昌宏先生は、PETイメージングの第一人者です。米国にて長く活躍されて
おり、イェール大および国立精神衛生研究所において数多くの新規 PETリガン
ドの開発・臨床応用に携わってこられました。この度新たなポジションに異動
される機会に、大うつ病における cAMPカスケードのイメージングを題材に、
PET を用いたトランスレーショナル研究についてお話いただく機会を得まし
た。皆様と議論を深める機会になることを願います。 
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